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ら
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し
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す
。

平成30年度の７つの新たな取り組み（一般会計の主な新規事業）
　　新総合計画の策定
　　　  町のすべての計画の基

本となる町総合計画 を策定し

ます（計画期間：平成 31年度

から７年間）。

　　鳥獣被害対策市町村
　　リーダー育成モデル事業
有害鳥獣対策のリーダーとなる専門的な知識

と技術を持った人材を育成し、有害鳥獣対策

の実効性をより高めます。
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　　保育料完全無料化
　　　  保護者の負担を軽減し、
子育て支援の一層の充実を図る
ため、こゆりこども園の保育料
を無料にします。

１

4

7 5

　　新産業創出事業
　　　  人口減少に歯止めを掛けるため、

本町の有する地域資源や優位性を調査分析

し、経済の活性化を図る産業の導入を目指

します。

　　ふるさと応援寄付金
　　　  返礼品のリニューアルやインターネッ

トポータルサイトへの掲載、クレジットカー

ド決済の開始など、これまでの内容を全面的

に見直し、寄附金の増収を図ります。

　　除排雪助成事業
　　　  75 歳以上の高齢者世帯や

母子世帯等で町県民税非課税世帯

を対象に、１世帯１万円を上限に

除排雪費用を助成します。

2　　教育改革サポート事業　　　  町の将来を担う子どもたちの学力の向

上や社会で生き抜く力を養うため、先進自治

体で進める教育方法を調査検討し、その実践

を図ります。

歳 入

26 億 894 万円
42.7㌫
（－ 3,756 万円）

地方交付税

５億 9,524 万円
9.7㌫
（＋ 1,430 万円）

町税
自主財源自主財源
24.3㌫24.3㌫

義務的経費義務的経費
32.8㌫32.8㌫

投資的経費投資的経費
18.7㌫18.7㌫

その他その他
48.5㌫48.5㌫

依存財源依存財源
75.7㌫75.7㌫

その他
２億 2,410 万円
3.8㌫
（＋ 1,410 万円）

１億 5,618 万円
2.6㌫
（＋ 1,761 万円）

その他

１億 5,258 万円
2.5㌫
（＋ 173 万円）

使用料・手数料

５億 8,186 万円
9.5㌫
（－２億 9,474 万円）

繰入金

人件費
９億 6,214 万円
15.8㌫
（＋ 3,404 万円）

公債費
７億 6,469 万円
12.5㌫
（＋ 624 万円）

扶助費
２億 7,629 万円
4.5㌫
（＋ 2,249 万円）普通建設事業費

11億 1,681 万円
18.3㌫
（－６億 1,644 万円）

災害復旧事業費
2,524 万円
0.4㌫
（＋ 33 万円）

物件費
11億 54 万円
18.0㌫
（＋１億 1,129 万円）

平成
26年度

65億円

60億円

55億円

45億円

40億円

50億円

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

※  （　）内は前年度と比較した増減額。端数処理のため内訳と合計額が
合わない場合があります。

補助費等
９億 2,078 万円
15.1㌫
（＋ 3,942 万円）

３億 714 万円
5.0㌫
（＋ 2,827 万円）

その他

　　　　　　　　　　　一般会計＝町の基本となる会計で、福祉や土木、教育など一般的な事業を行います。依
　　　　　　　　　　　存財源＝国や県などから交付されるお金です。自主財源＝町が自ら収入できるお金です。
地方交付税＝一定水準の行政サービスができるよう自治体の財政状況に応じて国から交付されるお金です。町債
＝道路改良や施設整備などを行う際にその資金として長期的に借り入れるお金です。また、財源不足を補うため
地方交付税の代わりに借りるお金でもあります。繰入金＝基金（積立金）や特別会計から入るお金です。義務的
経費＝支出が義務的で任意に削減できない経費です。投資的経費＝支出の効果が施設などのストックとして将来
に残るものに支出される経費です。公債費＝借り入れした町債などの返済に充てるお金です。扶助費＝児童や高
齢者、障がい者福祉などに要するお金です。物件費＝賃金や旅費、委託料などの消費的性質に要するお金です。

用＊語＊解＊説 ６億 3,337 万円
10.4㌫
（＋ 1,136 万円）

繰出金

町債
９億 4,780 万円
15.5㌫
（＋ 260 万円）

県支出金
４億 7,783 万円
7.8㌫
（＋ 4,234 万円）

国庫支出金
３億 6,248 万円
5.9㌫
（－１億2,337万円）
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総務課財政係

古川  祐樹主事

未来を拓くまちの予算
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人と自然にやさしいまちづくり
健康づくり推進事業（町民健康づくりの推進、健康づくりポイント事業の実施等） 192 万円
各種健（検）診事業（がん検診、基本健診、特定健診等） 1,907 万円
高齢者予防接種事業（65歳以上高齢者のインフルエンザ・肺炎球菌ワクチン接種費用の
助成） 1,311 万円
小児予防接種事業（日本脳炎・麻疹・風疹・肺炎球菌・ヒブ・子宮頚がん・4種混合・ポリオ・
水痘等のワクチン接種費用の助成） 884 万円
精神保健事業（精神デイケア・にこにこ相談所の運営費） 316 万円
高齢者の生きがい対策事業（老人クラブ・老人スポーツ支援等） 717 万円
医療機器整備事業（診療所用医療機器整備） 3,791 万円
【拡】コミュニティ育成事業（自治区等が管理する防犯灯・街路灯のＬＥＤ化工事・集会
施設改修への補助） 583 万円
【拡】町民バス運行事業（デマンドバス・路線バス運行費等） １億 511 万円
町道野沢安座線スノーシェッド修繕事業 4,000 万円
町道小山松峯線整備事業（改良舗装工事） 2,500 万円
町道尾登北線整備事業（用地補償・改良舗装工事） 2,270 万円
町道下野尻北裏線（用地補償・改良舗装工事） 2,800 万円
（仮）町道山口村中線整備事業（測量設計・用地補償） 1,200 万円
町道舗装修繕事業（経年劣化の著しい舗装の計画的修繕） 3,000 万円
町道橋りょう修繕事業（経年劣化の著しい橋の計画的修繕） 4,140 万円
雪処理支援隊事業 348 万円
【新】除排雪助成事業（３㌻に内容記載） 445 万円
上水道老朽管更新事業 4,900 万円
個別排水処理事業（浄化槽 11基の整備） 1,647 万円
さゆり公園施設維持修繕事業（野球場スコアボード改修） 6,500 万円
【新】消防ポンプ庫整備事業（縄沢） 1,600 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 １億 4,360 万円
屋敷地区急傾斜地対策事業 900 万円

計画の推進に向けて
【新】新総合計画策定事業（３㌻に内容記載） 925 万円
【新】ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）事業（３㌻に内容記載） 2,464 万円

こころ豊かな人を育むまちづくり
【拡】認定こども園運営事業（２㌻に内容記載） 1 億 8,282 万円
出産祝金事業（第１子目および第２子目は 20万円、第３子以降は出生時 20万円・２歳時
10万円・小学校入学時 20万円の計 50万円）  870 万円
子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） 2,051 万円
乳幼児家庭子育て応援金（２歳までの幼児を家庭で保育する保護者に月額１万円を支給） 

450 万円
こうのとりサポート事業（不妊・不育治療に要する治療費を助成） 53 万円
西会津小・中学校ＩＣＴ環境整備事業（パソコンリース等） 600 万円
西会津小学校屋外プール整備事業 ２億 3,422 万円
【新】教育改革サポート事業（２㌻に内容記載） 676 万円
西会津高校活性化対策事業（通学費等補助、修学資金貸付等） 502 万円
地域学校協働活用事業（学校教育、家庭教育、社会教育の連携・協働事業） 668 万円
スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝、市町村対抗野球・ソフトボール大会への参加
支援） 330 万円
国際芸術村事業（運営業務・食事提供施設整備等） 2,797 万円

豊かで魅力あるまちづくり
多面的機能支払交付金事業 4,064 万円
中山間地域等直接支払事業 7,862 万円
【新】米販売力強化対策事業（米食味計整備） 322 万円
広葉樹林再生事業（広葉樹林を伐採・活用し、森林の再生を図る） 5,475 万円
菌床栽培用ハウス（８棟）整備事業 7,343 万円
【新】林業専用道整備事業（杉山前佛線） 2,100 万円
【新】有害鳥獣対策市町村リーダー育成モデル事業（２㌻に内容記載） 300 万円
活力ある地域づくり支援事業（地域づくり・地域おこし団体に対する支援） 250 万円
企業支援補助金（町内企業の従業員研修費・資格取得費等を支援） 150 万円
【新】新産業創出事業（３㌻に内容記載） 540 万円
温泉健康保養施設大規模修繕（屋根・外壁等の修繕） 6,800 万円
ｉ . ｃｌｕｂ事業（西会津高校人材育成事業） 250 万円
【拡】地域おこし協力隊配置事業（6人から 11人体制へ） 4,642 万円
後継者対策事業（婚活事業） 400 万円
結婚祝金（現金 10万円または賃貸住宅６カ月分の家賃を支給） 168 万円
定住促進助成事業（45歳以下の若者や、町への移住者に対する住宅整備費用の一部支援） 

500 万円
【新】通信機器高度化更新事業（インターネット用機器更新） 5,369 万円

平成30年度の主な事業
※【新】… 新規事業　【拡】… 拡充事業　（総合計画の目的ごとに事業を分類）

特別会計等の当初予算額
　特別会計は、保険料や使用料といった特定の収入が
あり、その収入の使い道が決まっています。

町民の皆さんと調理実習を行う町食
生活改善推進員

発表会で練習の成果を披露する園児

 本年度中にデマンドバスと定時定路
線バスの並行運行を導入予定

 平成 29 年度に整備した菌床培養施設

非常用電源設置済みの荒木中継局の
防災行政無線

日頃の活動を発表する地域おこし協
力隊員

 ユニークな種目で競った高齢者・障
がい者合同スポーツ大会

 西会津中で取り入れているアントレ
プレナーシップ教育

特別会計名 予算額 前年度比

工業団地造成事業 8,868 万円 0.0％

住宅団地造成事業 667 万円 10.3％

下水道施設事業 １億 6,403 万円 0.2％

農業集落排水処理事業 １億 3,674 万円 18.7％

個別排水処理事業 5,895 万円 4.2％

特別会計名 予算額 前年度比

後期高齢者医療 １億 338 万円 4.7％

国民健康保険
事業勘定 ７億 9,055 万円 △ 27.5％

診療施設勘定 ３億 2,900 万円 △ 16.4％

介護保険 11 億 2,455 万円 1.3％

簡易水道等事業 8,935 万円 29.2％

水道事業会計
収益的収支 １億 6,599 万円 7.0％

資本的収支 １億 6,391 万円 27.5％

特
別
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計
等
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か
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総務課財政係

藤原  正人主事
　町では、国・県の補助金

や、地方交付税で措置され

る有利な町債（借入金）を

活用するなど、できるだけ

町の負担が少なくなるよう

な財源を見つけて事業

を実施しています。

金

れ

を

け

う



西会津中学校入学式

誇りを持ち、部活や
行事に積極的に取り組む
　４月６日、西会津中で入学式が行わ

れ、新たに 22 人が入学しました。

　式では、新入生一人一人が呼名され

た後、五十嵐正彦校長が「根
こん

・知
ち

・和
わ

（根気・知恵・チームワーク）を合言

葉に、将来どんな人になりたいかをよ

く考えて学校生活を送ってください」

と式辞を述べました。続いて教育委員

会告辞、来賓祝辞で薄町長などから新

入生に激励の言葉が贈られ、水野美
み ち

知

さんが「一緒に笑顔あふれる西会津中

にしていきましょう」と歓迎の言葉を

述べました。教科書は小林瑠
る い

偉さんが

受け取り、誓いの言葉では若林凛
り り こ

々子

さんが「西中生としての誇りを持ち、

部活や行事に積極的に取り組んでいき

たい」と決意を表明しました。

ミライ☆ミーティング

地域おこし協力隊が活動を報告
　３月 31日、町地域おこし協力隊員の活動報告会「ミ

ライ☆ミーティング」が行われました。報告会では６

人の隊員が日頃の活動とこれからの目標などを会場に

訪れた皆さんの前で報告し、報告会の最後には３年を

満了し平成 29 年度で任期を終える荒海正人隊員が来

場者に感謝を述べ、「今後も町で事業を行うので引き続

きよろしくお願いします」と呼び掛けました。

西会津高校入学式

３年後に向け努力していく
　西会津高の入学式は４月９日に行われ、14人が新た

に入学しました。式では、吉井秀樹校長が「高い目標

を持って自己研さんに励み、実り多い３年間にしてく

ださい」と式辞を述べ、新入生の渡部琴
こと

音
ね

さんが「３

年後、自信に満ちた卒業生となれるよう努力していき

ます」と誓いの言葉を述べました。西会津高は、本年

から県内で初めての１学年１学級導入校となりました。

町の特産品の菌床シイタケを使っておむすび作り

西高でおむすびワークショップ
　３月 24 日、西会津高校の調理実習室で「おむすび

ワークショップ」が開かれました。当日は、西高魅力

発信隊の皆さんが親子連れなどの参加者と一緒にオリ

ジナルのおむすびを作りながら、町の特産品である菌

床シイタケの新しい可能性を探りました。途中、米の

銘柄を食べて当てるクイズなども行い、最後はみんな

で楽しくオリジナルのおむすびを味わいました。

こゆりこども園入園式

元気よく手を挙げて「はい！」
　４月３日、こゆりこども園で入園式が行われました。

式では園児一人一人が呼名され、呼ばれた園児らは元

気よく手を挙げて「はい！」と返事をしました。本年

度こゆりこども園に通う園児は全員で１４１人です。

　町では、子育て世代の経済的負担を軽減し、より子

どもを産み育てやすい環境を整えるため、本年度から

保育料を無料としています。

西会津小学校入学式

戸惑いながらも
新生活に期待膨らむ

　西会津小の入学式は４月６日に行わ

れ、30 人が新たに入学しました。入

学児童呼名では、慣れない雰囲気に戸

惑いながらも、新１年生の皆さんが元

気に「はい！」と返事をして起立しま

した。岡﨑秀明校長が「小学校では楽

しいことがたくさんあります。毎日

元気に登校してください」と式辞を述

べ、教科書は安部静
しず

那
な

さんが、帽子や

ランドセルカバーなどの記念品は長谷

川太
たい

我
が

さんら５人が受け取りました。

　また、入学式の後には、町から「西

会津かるた」が全校生に贈られ、江添

信城教育長からかるたを受け取った小

柴彩
さ

愛
え

さんが「さまざまな活動で活用

していきます」とお礼を述べました。
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第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト

今
後
３
年
間
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

本
年
度
か
ら
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30
〜
32
年
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
今
後
３
年
間
の
介
護
保
険
料
が
新
た
に

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

図表１  介護保険の財源

図表２   介護保険料基準額の算定方法

〈 

介
護
保
険
料
の
し
く
み 

〉

介
護
保
険
と
は
？

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
加

入
者
と
な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
に
費
用
の
一
部
を
負
担
す

れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
制
度
で
、
社

会
全
体
で
制
度
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
町
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
財
源
は
？

　

介
護
保
険
の
財
源
は
、
図
表
１
の
よ
う
に

介
護
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
以
上
の
全
て
の

人
が
納
め
る
保
険
料
と
、
国
や
県
、
町
な
ど

が
負
担
す
る
公
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
65

歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
が
納
め

る
保
険
料
は
介
護
保
険
の
給
付
に
か
か
る
費

用
全
体
の
23
㌫
、
40
〜
65
歳
未
満
の
人
（
第

２
号
被
保
険
者
）
が
納
め
る
保
険
料
は
27
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
誰
も
が

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

介
護
保
険
料
の
計
算
方
法

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
＝

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
３
年
間

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
総
額
を
推
計

し
、
こ
れ
を
賄
え
る
よ
う
に
算
出
し
た
「
基

準
額
」（
図
表
２
）
を
基
に
、
所
得
に
応
じ

て
10
ペ
ー
ジ
の
図
表
３
に
よ
り
算
定
し
ま

す
。
今
期
の
年
間
基
準
額
は
６
万
９
６
０
０

円
で
、
第
６
期
（
平
成
27
〜
29
年
度
の
３
年

間
）
と
比
較
す
る
と
保
険
料
は
３
７
６
８
円

（
月
額
３
１
４
円
）
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
第
２
号
被
保

険
者
）
＝
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
や　

職
場
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
医
療
保
険
料
な

ど
と
合
わ
せ
て
納
め
て
い
ま
す
。

な
ぜ
「
保
険
料
」
が
増
え
た
の
？

　

理
由
は
４
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
は
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
が

進
み
、
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

施
設
が
町
内
に
増
え
、
介
護
給
付
費
が
増
え

た
こ
と
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
介
護
保
険
の
制
度
改
正
に
よ

り
65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の
負
担
割
合
が

１
㌫
増
え
た
こ
と
で
す
。

　

４
つ
目
は
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
、
現
在
の
要
介
護
状
態
の
悪
化
を

防
ぐ
た
め
、
介
護
予
防
に
か
か
る
事
業
費
を

増
額
し
た
た
め
で
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
め
方
は
、
受
給
し
て
い
る
年

金
の
額
に
よ
っ
て
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

「
特
別
徴
収
」
と
、
納
付
書
や
口
座
振
替
に

よ
る
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
＝
特
別
徴
収
に
よ
る
納
付
の
場

合
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
年
度
途
中
で
65

歳
以
上
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
特
別
徴
収

の
対
象
者
で
も
一
時
的
に
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
＝
条
件
に
よ
り
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
が
で
き
な
い
場
合
、
納
付
書
や

口
座
振
替
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※ 

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

負
担
軽
減
措
置

　

今
後
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
低
所
得
段

階
で
は
公
費
に
よ
る
軽
減
（
減
額
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
第
１
段
階
の
場
合
、基
準
額
の
０
・

５
倍
が
０
・
45
倍
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
年
額

３
４
８
０
円
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

〈  

保
険
料
軽
減
の
取
り
組
み 

〉

認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
援

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
２
３
１
２

人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
子
ど
も
か
ら
大
人
、
さ
ら
に

町
内
の
事
業
所
に
お
い
て
も
講
座
を
実
施

し
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
促
進
し
て
認

知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

財源

65 歳以上の人の保険料
（第１号被保険者）

23㌫

保険料
必要総額

第１号被保険者
の負担分
（23㌫）

調整交付金見込額

保険料の
基準額

H30～32の
第１号被保険者

見込数

H30～32に町で
必要な介護サービス

等の総費用

介護給付費準備基金
繰入額

40～65歳未満の人の
保険料（第２号被保険者）

27㌫

公費

50㌫

利用者負担分を除く平成 30 ～ 32 年度の割合

－

÷

保険料必要総額の計算

×

－

＝
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き
ま
す
。
ま
た
、「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
認
知
症
の
状
態
に
応

じ
た
適
時
・
適
切
な
医
療
・
介
護
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
の
対
応
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
介
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
町
内
に

あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
と
連
携
し
、
本

人
や
家
族
の
集
い
、
相
談
会
等
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
を
支
え
る
関
係
機
関
や　
　
　

組
織
と
の
連
携

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
た
め
に
、
医
療

や
介
護
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も

図表３    65歳以上の人（第１号被保険者）の保険料

所得段階 対象者
介護保険料
（年額）

第１段階
生活保護を受けている人で、世帯全員
が町民税非課税で年金収入額が 80 万
円以下の人

基準額
× 0.50

軽減後は
× 0.45

34,800 円

軽減後は
31,320 円

第２段階
世帯全員が町民税非課税で年金収入額
が 80 万円を超え 120 万円以下の人

基準額
× 0.75

52,200 円

第３段階
世帯全員が町民税非課税で年金収入額
が 120 万円を超える人

基準額
× 0.75

52,200 円

第４段階
町民税課税世帯で、本人が町民税非課
税で年金収入額が 80 万円以下の人

基準額
× 0.90

62,640 円

第５段階
町民税課税世帯で、本人が町民税非課
税で年金収入額が 80 万円を超える人

基準額 69,600 円

第６段階
町民税を課税されている人で、合計所
得金額（※１）が 120 万円未満の人

基準額
× 1.2

83,520 円

第７段階
町民税を課税されている人で、合計所
得金額が 120 万円以上 190 万円未満
の人

基準額
× 1.3

90,480 円

第８段階
　町民税を課税されている人で、合計
所得金額が 190 万円以上 290 万円未
満の人

基準額
× 1.5

104,400 円

第９段階
町民税を課税されている人で、合計所
得金額が 290 万円以上の人

基準額
× 1.7

118,320 円

※１   合計所得金額＝「収入金額」から「必要経費の相当額」を差し引いた額で、
扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額

と
よ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
々
が
密
接
に
連

携
す
る
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

分
野
の
専
門
職
が
参
加
す
る
会
議
の
充
実
を

図
り
、
高
齢
者
の
自
立
と
要
介
護
状
態
の
重

度
化
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進

す
る
た
め
、
西
会
津
診
療
所
に
相
談
員
を
配

置
し
、
地
域
で
安
心
し
た
暮
ら
し
を
送
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
宅
配
業
者
や
集
配
業
者
、
町
内
の

商
店
な
ど
と
協
定
を
結
び
、
高
齢
者
の
見
守

り
と
支
え
合
い
の
体
制
作
り
、
生
活
支
援
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

　

活
動
的
に
自
立
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
は
、
介
護
予
防
が
重
要
で
す
。

　

町
で
は
、
出
前
講
座
を
活
用
し
た
学
習
機

会
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
支
援

が
必
要
な
高
齢
者
も
対
象
と
し
て
、
地
域
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
や
支
え
合

い
、
介
護
予
防
の
た
め
、
今
後
も
サ
ロ
ン
な

ど
の
地
域
で
の
通
い
の
場
づ
く
り
を
社
会
福

祉
協
議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

積
極
的
に
介
護
予
防
活
動
へ
参
加
し
、
活
動

的
な
毎
日
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

介
護
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

漏
水
に
よ
っ
て
水
道
料
金
が
高
額
に
な
り
、
修
繕
し
た
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

水
道
料
金
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

減
免
の
対
象
と

な
る
漏
水

◎ 

地
下
漏
水
等
（
給
水
管
破
裂
、

接
合
不
良
、
メ
ー
タ
ー
接
合
不

良
、
容
易
に
発
見
で
き
な
い
壁

な
ど
の
中
の
給
水
管
の
破
裂
な

ど
）

◎ 

不
凍
水
抜
栓
の
不
良
に
よ
る
漏

水
（
接
合
不
良
、
パ
ッ
キ
ン
不

良
な
ど
）

◎ 

特
殊
器
具
お
よ
び
高
架
タ
ン
ク

の
給
水
設
備
の
器
具
不
良
に
よ

る
漏
水

◎ 

凍
結
に
伴
う
給
水
管
破
裂
に
よ

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
、
凍
結
や
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
漏
水
で
水
道
使
用
料
金
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
修
繕

し
減
免
申
請
を
行
う
と
水
道
使
用
料
金
の
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

る
漏
水
（
積
雪
の
た
め
漏
水
箇

所
が
容
易
に
発
見
で
き
な
い
場

合
に
限
る
）

◎ 

不
凍
水
抜
栓
の
操
作
不
良
に
よ

る
漏
水
（
半
開
閉
な
ど
）

減
免
の
対
象
と

な
ら
な
い
漏
水

◎ 

故
意
に
給
水
装
置
を
損
傷
し
た

場
合

◎ 

漏
水
の
事
実
を
認
め
な
が
ら
修

繕
を
怠
っ
て
い
た
場
合

◎ 

給
水
装
置
お
よ
び
受
水
槽
な
ど

の
状
況
か
ら
漏
水
の
事
実
を
容

易
に
確
認
で
き
る
場
合

◎ 

漏
水
頻
度
が
高
い
老
朽
管
で
、

そ
の
布
設
替
え
を
勧
告
さ
れ
た

も
の
は
そ
の
布
設
替
え
が
さ
れ

な
い
期
間

減
免
と
な
る
料
金

　

検
針
し
て
得
た
水
量
か
ら
前
年

同
時
期
の
使
用
水
量
ま
た
は
前
３

カ
月
の
平
均
水
量
の
い
ず
れ
か
少

な
い
方
を
差
し
引
い
た
水
量
に
か

か
る
料
金
の
２
分
の
１
。

※ 

減
免
で
き
る
期
間
は
最
高
４
カ

月
ま
で
で
す
。

※ 

漏
水
し
た
水
量
に
よ
っ
て
は
減

免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
減
免
と
な

る
場
合
で
も
、
基
準
水
量
（
10

立
方
メ
ー
ト
ル
／
月
）
を
超
過

し
た
水
量
の
全
て
が
対
象
と
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

　

町
指
定
給
水
工
事
事
業
者
が
漏

水
箇
所
を
修
繕
し
た
上
で
、
指
定

様
式
の
減
免
申
請
書
お
よ
び
「
水

道
管
等
漏
水
修
繕
証
明
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
申
請
書
は
町
指
定
給
水
工

事
事
業
者
を
通
じ
て
作
成
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
施
工
業
者
に

相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係　

　

☎
45
―
４
５
３
４

料金の計算例
減免前の使用料金（使用水量 300㎥）＝ 61,754 円

前年同期 前３カ月

４月 25㎥

１月 20㎥

２月 20㎥

３月 20㎥

平均水量 20㎥

この場合、検針して得た水量から差し引くのは「前３カ月」の平均の20㎥

減免後の使用料金
（300㎥－ 20㎥）÷２＝ 140㎥＝免除水量

　　　　　　  300㎥－ 140㎥＝ 160㎥＝ 33,026 円

　　　　　　　 61,754 円－ 33,026 円＝ 28,728 円（減免額）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

平
成
30
年
度
の
町
役
場
の
体
制

副
町
長
、教
育
長
の
就
任
と
新
採
用
町
職
員
の
紹
介

工
く

藤
どう

  倫
みち

也
や

（県より派遣）

薄町長から辞令を

受け取る工藤副町長

薄町長から辞令を

受け取る江添教育長

総務課主事総務課主事

鈴木  鈴木  郭郭
ひろひろ

夢夢
むむ

企画情報課主事企画情報課主事

二瓶  二瓶  弘弘
こうせいこうせい

勢勢

町民税務課主事町民税務課主事

神田  神田  陽陽
み ほみ ほ

萌萌

江
え

添
ぞえ

  信
のぶ

城
しろ

（埼玉県さいたま市）

副
町
長
の
就
任
﹇
４
月
１
日
付
﹈

教
育
委
員
会
教
育
長
の
就
任
﹇
４
月
１
日
付
﹈

【
略
歴
】　

創
価
大
学
教
育
学
部
卒
、
61
歳
。
埼
玉

県
教
職
員
と
し
て
主
に
戸
田
市
や
川
口
市
内
の
小

学
校
の
教
諭
、
教
頭
、
校
長
を
務
め
た
ほ
か
、
戸

田
市
教
育
委
員
会
・
指
導
主
事
や
学
務
課
長
、
事

務
局
次
長
な
ど
も
歴
任
。
平
成
29
年
３
月
に
退
職

後
、
戸
田
市
教
育
委
員
会
の
非
常
勤
職
員
と
し
て

学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
。

【
略
歴
】　

福
島
大
学
経
済
学
部
卒
、
49
歳
。
民
間

企
業
で
の
勤
務
を
経
た
後
、
平
成
10
年
４
月
か
ら

県
職
員
。
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所

を
振
り
出
し
に
、
い
わ
き
地
方
振
興
局
、
総
務
部
、

企
画
調
整
部
、
議
会
事
務
局
を
経
て
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
は
教
育
庁
・
教
育
総
務
課
に
勤
務
。
岩

手
県
生
ま
れ
。

与
え
ら
れ
た
職
務
を
全
力
で
遂
行
し
、

町
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
！

町
の
発
展
、
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
全
力
で
職
務
に
取
り
組
み
ま
す
！

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
住
み
良
く
、

活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
な
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
い
き
ま
す
！

よ ろ し く お 願 い し ま す  ！よ ろ し く お 願 い し ま す  ！

健康増進課主事健康増進課主事

古川  古川  千千
ちち

秋秋
あきあき

商工観光課主事商工観光課主事

橋谷田  橋谷田  綾綾
りょうこりょうこ

子子

学校教育課主事学校教育課主事

石本  石本  貴貴
たかひろたかひろ

寛寛

記
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
長
）

▼
健
康
増
進
課
保
健
師
長
伊
藤
孝

子
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
長
）
▼

健
康
増
進
課
国
保
係
長
齋
藤
洋

子
（
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係

長
）
▼
国
保
西
会
津
診
療
所
事
務

長
兼
国
保
群
岡
診
療
所
事
務
長
武

藤
洋
一
（
企
画
情
報
課
情
報
政
策

係
長
）
▼
企
画
情
報
課
企
画
政
策

係
長
飯
嶋
竜
太
（
総
務
課
主
査
）

▼
福
祉
介
護
課
福
祉
係
長
中
谷
博

道
（
町
民
税
務
課
主
査
）
▼
農
林

振
興
課
林
政
係
長
山
口
則
夫
（
農

林
振
興
課
主
査
）
▼
建
設
水
道
課

管
理
係
長
山
口
隆
志
（
建
設
水
道

課
主
任
主
査
）
▼
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
増
子
恵
子
（
生
涯
学

習
課
主
任
主
査
）
▼
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
長
濱
田
千
俊
（
生
涯

学
習
課
主
任
主
査
）
▼
町
民
税
務

課
主
任
主
査
小
柴
芳
成
（
学
校
教

育
課
主
任
主
査
）
▼
福
祉
介
護
課

主
査
荒
明
聡
美
（
学
校
教
育
課
主

査
）
▼
建
設
水
道
課
主
査
物
永
毅

（
議
会
事
務
局
主
査
）
▼
学
校
教

育
課
主
査
佐
藤
美
恵
（
健
康
福
祉

課
主
査
）
▼
生
涯
学
習
課
主
査
塚

原
一
雄
（
建
設
水
道
課
主
査
）
▼

議
会
事
務
局
主
査
渡
部
和
徳
（
農

林
振
興
課
主
査
）
▼
農
林
振
興
課

退
職
﹇
３
月
31
日
付
﹈

　

▼
戸
田
耕
太
郎
（
西
会
津
診
療

所
所
長
代
理
）
▼
会
田
秋
広
（
学

校
教
育
課
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
長
谷
川
賢
司
（
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
）▼
平
井
克
美（
農

林
振
興
課
長
補
佐
兼
林
政
係
長
）

▼
布
施
嘉
奈
子
（
健
康
福
祉
課
副

主
任
社
会
福
祉
士
）

　

▼
福
祉
介
護
課
長
渡
部
英
樹

（
健
康
福
祉
課
長
）
▼
建
設
水
道

課
長
石
川
藤
一
郎
（
生
涯
学
習
課

長
兼
公
民
館
長
）
▼
学
校
教
育
課

長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
玉
木
周

司
（
農
林
振
興
課
長
併
農
業
委
員

会
事
務
局
長
）
▼
生
涯
学
習
課
長

兼
公
民
館
長
成
田
信
幸
（
建
設
水

道
課
長
）
▼
健
康
増
進
課
長
小
瀧

武
彦
（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
企

画
政
策
係
長
）
▼
農
林
振
興
課
長

併
農
業
委
員
会
事
務
局
長
岩
渕
東

吾
（
国
保
西
会
津
診
療
所
事
務
長

兼
国
保
群
岡
診
療
所
事
務
長
）
▼

学
校
教
育
課
主
幹
上
野
善
弘
（
総

務
課
付
課
長
）
▼
福
祉
介
護
課
主

幹
兼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
こ
ゆ
り
こ
ど
も
園
長
渡
部
栄

二
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
こ
ゆ
り
こ

ど
も
園
長
）
▼
福
祉
介
護
課
長
補

佐
兼
介
護
係
長
鎌
倉
康
裕
（
健

康
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
介
護
係

長
）
▼
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健

康
支
援
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
斎
藤
伸
也
（
学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
）
▼
農

林
振
興
課
長
補
佐
船
橋
政
広
（
商

工
観
光
課
長
補
佐
）
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
次
長
佐
藤
栄
作
（
生
涯

学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係

長
）
▼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
髙
津

典
通
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼

健
康
支
援
係
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼

情
報
政
策
係
長
佐
藤
泰
久
（
総
務

課
行
政
管
理
係
長
）
▼
商
工
観
光

課
長
補
佐
長
谷
沼
充
伸
（
建
設
水

道
課
管
理
係
長
）
▼
学
校
教
育
課

長
補
佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
橋

谷
田
和
弘
（
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
長
）
▼
総
務
課
行
政
管

理
係
長
三
留
昭
生
（
健
康
福
祉

課
福
祉
介
護
係
長
）
▼
福
祉
介

護
課
子
育
て
支
援
係
長
齋
藤
淳

（
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
長
）

▼
健
康
増
進
課
保
健
師
長
田
崎
美

人
事
異
動
﹇
４
月
１
日
付
﹈

副
主
査
小
澤
伸
行
（
商
工
観
光
課

副
主
査
）
▼
町
民
税
務
課
主
事
長

谷
川
雅
典
（
商
工
観
光
課
主
事
）

▼
健
康
増
進
課
主
事
菅
野
莉
沙

（
町
民
税
務
課
主
事
）
▼
商
工
観

光
課
主
事
青
津
京
介
（
健
康
福
祉

課
主
事
）
▼
建
設
水
道
課
主
事
石

川
皓
也
（
町
民
税
務
課
主
事
）
▼

訪
問
看
護
事
業
所
管
理
者
鈴
木
恵

子
（
任
期
の
更
新
）

※（　

）内
は
旧
任
。

※ 

旧
健
康
福
祉
課
の
職
員
は
、
異
動
が
な

い
場
合
、
係
長
職
以
上
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
住
み
や
す
い
町

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
豊
か
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
職
務
に
あ

た
っ
て
い
き
ま
す
！

本 年 度 の本 年 度 の 新 採 用新 採 用 職 員 で す職 員 で す
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　平成 26 年から町教育委員会委員を務めた五十嵐長孝教育長職務代理者が本年３

月 31 日をもって退任しました。

　五十嵐さんは平成 26 年 10 月 15 日に教育委員会委員長となり、改正地方教育

行政法施行後の平成 27 年 12 月 26 日からは教育長職務代理者としてその職務に

あたり、特に教育長不在の間、町の教育行政の発展に尽くしました。

教育長職務代理者として町教育行政の発展に尽力

五十嵐長孝教育長職務代理者が退任

平成 30年４月１日付　町消防団長辞令交付式

新たな町消防団長に長谷川克美さん

平成 29年度教職員離任式・平成 30年度教職員対面式

教職員６人が離任し、７人が新たに着任

　４月２日に町消防団長の辞令交付式が行われ、新たに長谷川克美さ

ん（松尾）が消防団長となりました。

　式では、薄町長が「これまでの経験を生かし、団長として団員をま

とめ、消防業務に尽力をお願いします」と長谷川団長に辞令書を手渡

し、長谷川団長は「前団長から引き継いだ思いを胸にさらなる予防消

防に努めていきたい」と決意を表明しました。

　また、町では３月29日に最新鋭の消防ポンプ自動車を消防団に引き

渡しました。この車両は第３分団第１部（上野尻）に配備されています。

　３月 30 日に平成 29 年度教職員離任式が、４月３日に平成

30 年度教職員対面式が行われました。離任および新たに転入

する教職員は次のとおりです。

◆離任教職員　※（　）内は転出先

　 　西会津小＝湯田克也（下郷町立楢原小）、齋藤央顕（喜多

方市立第三小）、伊藤詩菜（会津坂下町立坂下南小）　西会津

中＝若菜ミエ子（退職）、伊藤ふみ子（磐梯町立磐梯中兼湯

川町立湯川中）、小原博明（三島町立三島中）

◆転入教職員　※（　）内は転入元

　 　西会津小＝鈴木敦子（会津若松市立門田小）、小野木宏美（喜

多方市立第一小）、山口弘（郡山市立小泉小）、赤間千夏（新

採用）　西会津中＝髙橋清彦（喜多方市立第二中）、石橋さつ

き（磐梯町立磐梯中）、滝沢陽（三島町立三島小）

平成 30 年度教職員対面式では、西会津小に転
入した鈴木敦子教諭（写真中央）が転入教職員
を代表して「地域の皆さんとの交流を深めなが
ら、町の教育充実のために努めていきます」と
あいさつしました。

薄町長から辞令書を受け取る長谷川団長

　３月 27 日、町土地改良区の渡部修理事長、齋藤實副理事長、新澤

豊二副理事長が町役場を訪れ、第 59 回全国土地改良功労者表彰での

金賞受賞を薄町長に報告しました。薄町長は「日頃の努力の積み重ね

が実を結んだ。おめでとうございます」と受賞をたたえ、渡部理事長

は「町と連携を図りながら、土地改良区がより発展するよう尽くして

いきたい」と話しました。

写真＝左から新澤副理事長、齋藤副理事長、渡部理事長、薄町長

　町内にある空き店舗や空き家を利活用して事業を行う創業希望者に対し

て補助金を交付する「町空き店舗及び空家利活用事業補助金」を活用し、

楢崎萌々恵さん（写真左）とウィリアム・シャムさん（同右）が上野尻の

五十嵐呉服店を改修して「バーバリアンブックス」をオープンさせました。

バーバリアンブックスは、デザイン事務所でありながら、地域の人が気軽

に集えるようにとコミュニティスペースを開放しています。

第 59回全国土地改良功労者表彰で金賞を受賞

町土地改良区が薄町長に受賞報告

花と緑いっぱいのふるさとづくりプロジェクト

にしあいづ花見山に“市町村の花”の花壇
　３月 20 日、「花と緑いっぱいのふるさとづくりプロ

ジェクト」“ 市町村の花 ” の花壇完成セレモニーがにし

あいづ花見山で開かれました。セレモニーでは、主催者

を代表して福島民友新聞社若松支社の高橋満彦支社長

が「県の花と市町村の花を皆さんに末永く愛でてほし

い」とあいさつした後、薄町長やこゆりこども園の児童

らとともに県の花ネモトシャクナゲと町の花オトメユリ

などを記念植樹しました。また、合わせて今年本県で開

催される全国植樹祭の成功に向けたバトンリレーが行わ

れ、セレモニーの最後にはこゆりこども園の園児らが「花

いっぱい街づくり宣言」をみんなで述べました。

　このプロジェクトは、公益社団法人福島県森林・林業緑化協会と県森林組合連合会および農林中央金庫の３社

が復興支援協定を締結して行う東日本大震災からの復興を目的とした支援活動の一つで、福島民友新聞社と合同

で実施しました。写真＝花壇を囲んでの記念撮影

町空き店舗及び空家利活用事業補助金を活用　※18㌻に本年度の募集を掲載

町の補助金を活用した創業第1号がオープン
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町からのお知らせ ニュース＆

お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

　５月１日～ 31 日までは「福島さわやか行政相談

キャンペーン」期間です。町では、特設行政相談所

を開設し、国や特殊法人などの仕事に対する苦情や

意見、要望を受け付け、解決のお手伝いをします。

　また、合わせて特設人権相談所を開設しますので、

いじめや家庭内の問題、近隣トラブルなど、この機

会にご相談ください。相談は無料で秘密は堅く守ら

れます。

◆ 行政相談委員　田崎　宗作さん（小杉山）

◆ 人権擁護委員　長谷川孝志さん（森野）

　　　　　　　　 嶋田　純子さん（下野尻）

　　　　　　　　 長谷川成博さん（梨平）

一人で悩まず、この機会にご相談ください

春の行政相談・人権相談を行います

　４月 10 日、内堀雅雄県知事が町を訪れ、県独自

の農業生産工程管理（ＦＧＡＰ）の取得第１号であ

る野原勇一さんの菌床シイタケ生産ハウスを見学し

ました。ハウスには野原さんが理事を務める「農事

組合法人会津きのこ工房」の組合員が集まり、同工

房の代表・山口隆司さんが生産量や管理方法などを

内堀知事に説明しました。内堀知事は集まった組合

員らと菌床キノコ生産に関する意見交換を行ったほ

か、町内産の菌床シイタケを試食しました。

FGAP取得第1号・野原さんのハウスを訪問

内堀知事が菌床シイタケ栽培農家と意見交換　

◆ 日時・会場

　　５月 16 日（水）

　　　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所

　　　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館

　　５月 17 日（木）

　　　午前９時 30 分～正午　保健センター

　　　午後１時～３時 30 分　町公民館

＜問い合わせ先＞　

　　総務課・行政管理係（行政相談）

　　☎ 45―2211

　　町民税務課・町民生活係（人権相談）

　　☎ 45―2215

　

大
型
連
休
中
は
一
部
特
別
編
成

で
放
送
し
ま
す
。

　

地
域
の
話
題
、
行
楽
、
景
観
な

ど
マ
イ
ビ
デ
オ
を
募
集
中
で
す
。

皆
さ
ん
が
撮
っ
た
映
像
を
さ
ゆ
り

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。

◆ 

各
種
サ
ー
ビ
ス
加
入
申
し
込
み

随
時
受
け
付
け
中

　

デ
ジ
タ
ル
パ
ッ
ク
（
Ｂ
Ｓ
・
Ｃ

Ｓ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス　

ほ
か

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

☎
45
―
４
４
６
１

　

春
は
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目
覚

め
、
食
べ
物
を
求
め
て
行
動
し
ま

す
。
ク
マ
は
鋭
い
爪
と
大
き
な
歯

を
持
ち
、
時
速
40
㌖
で
走
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
山
菜
採
り
な
ど
で

山
に
入
る
と
き
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

ク
マ
の
出
没
状
況
を
確
認
し
て

か
ら
入
山
し
ま
し
ょ
う
。
も
し

ク
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
大

声
を
上
げ
た
り
、
背
中
を
向
け

て
逃
げ
た
り
せ
ず
、
落
ち
着
い

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

ク
マ
鈴
、
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
、

大
き
な
音
が
出
る
も
の
を
身
に

付
け
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

◎ 

早
朝
や
夕
方
、
悪
天
候
の
日
は

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

子
グ
マ
を
見
掛
け
た
ら
引
き
返

し
ま
し
ょ
う
。
親
グ
マ
が
近
く

に
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

通
い
慣
れ
た
里
山
で
も
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

山
菜
採
り
は
周
囲
を
確
認
し
な

が
ら
行
い
、
ク
マ
の
足
跡
や
フ

ン
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

※ 

ク
マ
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
農

林
振
興
課
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
（
時
間
や
場
所
、
頭
数
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
）。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

春
の
農
作
業
期
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
農
業
機
械
を
操
作
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
毎
年
約
10
件
の
農

作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
傷
害
事
故
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
農
作
業
機
械
を
操
作
す
る
際

に
は
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ロ
ー
タ

リ
ー
等
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
装

着
す
る
場
合
は
、
車
幅
を
よ
く
確

認
し
て
対
向
車
な
ど
と
の
接
触
事

故
防
止
に
努
め
、
装
着
し
た
ま
ま

路
上
を
走
行
す
る
際
は
必
ず
作
業

機
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

冬

眠

明

け

の

ク

マ

に

注

意

農
作
業
事
故
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

◆
農
業
機
械
操
作
時
の
心
得

① 

安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム

を
付
け
ま
し
ょ
う

② 

点
検
・
整
備
し
て
か
ら
作
業
し

ま
し
ょ
う

③ 

危
険
な
場
所
を
確
認
し
、
注
意

標
識
な
ど
を
付
け
ま
し
ょ
う

④ 

あ
わ
て
ず
・
あ
せ
ら
ず
・
気
を

抜
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑤ 

高
齢
者
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

平
成
30
年
度
の
集
合
注
射
の
日

程
は
、
６
月
６
日
（
水
）
〜
８
日

（
金
）
の
３
日
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
今
後
飼
い
主
の
皆

さ
ん
に
通
知
し
ま
す
が
、
犬
の
登

録
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
速
や

か
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規

登
録
は
１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円

で
、
一
生
に
１
回
登
録
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
転
出
や
飼
い
犬
の
変

更
・
死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
動
物
病
院

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

５
月
の
放
送
案
内

ま
ど
で
予
防
接
種
を
受
け
た
ら
ら

注
射
済
票
（
５
５
０
円
）
の
交
付

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

45
―
２
２
１
５

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
で
大
切
な
命
を
失
わ
な
い

た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
し
て
い
る

場
合
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
、
月
に
１
回
作
動
す
る
か
ど

う
か
点
検
用
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か

紐
を
引
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
休
日
・
夜
間
の
病
院
照
会

　

休
日
の
病
院
照
会
に
つ
い
て
は

会
津
指
令
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
４

１
―
59
―
１
４
２
０
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
１
１
９
番
は
火

災
・
救
急
専
用
電
話
で
す
の
で
、

１
１
９
番
に
よ
る
病
院
照
会
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
消
防
本
部

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
６
２
１
３

喜
多
方
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
予
防
接
種

　町教育委員会では、廣瀬渉さんに地域学校協働活動事業の「地域コーディネー

ター」を委嘱しました。

　地域コーディネーターは、地域学校協働活動事業の中で、地域における行事など

の情報収集のほか、地域の皆さんや家庭教育支援員、担当教職員等との連絡調整、

事業全体の統括を行います。

　地域コーディネーターの任期は平成 30 年４月１日から１年間です。

地域学校協働活動事業における連絡調整や事業全体の統括を担う

廣瀬渉さんに地域コーディネーターを委嘱

組合員と意見交換する内堀県知事（写真左）。
写真右から山口代表、野原さん

ハウスの前で
記念撮影
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

イベント
スタンプラリー

全
13
イ
ベ
ン
ト

イベントに参加してプレゼントに応募しよう！
 ※詳細は各イベントで配布されるスタンプラリー台紙をご覧ください。

西会津（新郷・樟山）
国際芸術村企画展
４月14日から５月６日までは写真展
５月12日から６月13日までは現代
アート展を開催。どちらか一方の企
画展を鑑賞しても、両方鑑賞しても
スタンプ１つ。

＜問い合わせ先＞

西会津国際芸術村

☎47－3200

心と身体の（大山祇神社）
健康ウォークin大山
大山祇神社御本社までの約４㌖の
参道ウォーク。樹齢 400 年以上の
杉並木や２つの滝など、緑に囲まれ
た癒やしのコース。事前申込 1,000
円、当日申込1,200円。

＜問い合わせ先＞

中野区むらおこし実行委員会

☎080－6042－5462

（新郷・戸中地区）

菜の花まつり
飯豊連峰を望む広大な農園に菜の
花が咲き誇る。にしあいづ観光ク
ルーの撮影会やおにぎり、なめこ汁
などの振る舞いも。

＜問い合わせ先＞

寺前自然塾

☎47－2497

（尾野本・長桜地区）

長桜観光ワラビ園
標高 500 ㍍で天然ワラビ採りが楽
しめる。期間中の日・水・金曜の午
前中のみ開園。入園料2,000円。

＜問い合わせ先＞

長桜自治区

☎45－3913

（奥川・弥生地区）

鏡山山開き
うつくしま百名山のひとつ。標高
1,339 ㍍で中級者向け。山頂では飯
豊連峰が眼前に広がり、まさに絶景。
参加料500円。

＜問い合わせ先＞

西会津山の会
Ｅメール：hamada-c@nct.ne.jp

４月14日（土）～６月13日（水） ５月13日（日）

５月27日（日）５月19日（土） ５月20日（日）～６月下旬

a c@nct ne jp
会

　

福
島
ホ
ー
プ
ス
の
公
式
戦
が
福

島
ホ
ー
プ
ス
西
会
津
球
場
（
さ
ゆ

り
公
園
野
球
場
）
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
プ
ロ
野
球
の
試
合
を
み
ん
な

で
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

５
月
３
日
（
木
・
祝
）

　

対 

栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス

５
月
４
日
（
金
・
祝
）

　

対 

武
蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

※ 

両
日
と
も
午
後
１
時
プ
レ
イ

ボ
ー
ル

◆
会
場

　

福
島
ホ
ー
プ
ス
西
会
津
球
場

（
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
）

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金

◎
前
売
り
券　

大
人
１
０
０
０
円

　

学
生
５
０
０
円

◎
当
日
券　
　

大
人
１
５
０
０
円

　

学
生
７
０
０
円

※ 

小
学
生
以
下
は
入
場
無
料

◆
前
売
り
券
販
売
所

◎ 

道
の
駅
に
し
あ
い
づ･

交
流
物

産
館
よ
り
っ
せ

◎
ロ
ー
タ
ス
イ
ン

◎ 
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
ほ
か

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

　

町
で
は
、
町
内
に
あ
る
空
き
店

舗
お
よ
び
空
き
家
を
利
活
用
し
て

事
業
を
行
う
創
業
希
望
者
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
募
集
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
受
付
時
期

　

５
月
１
日
（
火
）〜 

順
次
受
付

◆
補
助
対
象
者

　

町
内
の
空
き
店
舗
や
空
き
家
を

活
用
し
て
事
業
を
開
始
す
る
個
人

事
業
主
お
よ
び
法
人

◆
補
助
対
象
事
業

　

①
情
報
通
信
業
、
卸
売
・
小
売

業
、
金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
、

物
品
貸
借
業
、
宿
泊
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
、
教
育
・
学
習
支
援
・
医

療
・
福
祉
・
複
合
サ
ー
ビ
ス
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
生
活
者
や
旅

行
者
お
よ
び
他
の
事
業
者
の
利
便

性
向
上
に
寄
与
す
る
業
種

　

②
人
が
集
ま
る
交
流
拠
点
、
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
地
域

や
商
店
街
の
魅
力
向
上
に
寄
与
す

る
施
設
の
運
営
。
た
だ
し
、
公
序

良
俗
の
観
点
や
住
民
感
情
か
ら
理

解
が
得
ら
れ
な
い
施
設
は
除
く

◆
補
助
対
象
経
費

　

室
内
間
仕
切
り
・
ド
ア
／
給
排

水
設
備
／
室
内
照
明
設
備
／
空

調
・
冷
暖
房
設
備
／
ト
イ
レ
／
看

板
／
対
象
事
業
工
事
の
諸
経
費
／

備
品
購
入
費
な
ど

◆
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

（
１
施
設
当
た
り
上
限
１
０
０
万

円
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

さ
ゆ
り
公
園
で
福
島

ホ
ー
プ
ス
公
式
戦

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退

の
届
け
出
は
「
14
日
以
内
」
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

◆
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ず
、
医
療

費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は

届
け
出
を
し
た
日
で
は
な
く
資
格

を
取
得
し
た
日
か
ら
課
税
さ
れ
ま

す
。
届
け
出
が
遅
く
な
る
ほ
ど
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
税
金
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
民
健
康
保
険
税
と
ほ
か
の
医

療
保
険
の
保
険
料
を
二
重
に
支

払
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
を
脱

退
し
た
後
に
誤
っ
て
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
で
医
療
機
関
を
受
診

し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
負

担
し
た
医
療
費
は
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
届
は

14

日

以

内

に

空
き
店
舗
及
び
空
家

利
活
用
事
業
補
助
金

　

県
内
で
警
察
官
を
か
た
る
男
が

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
家
人
の
隙

を
見
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
盗

み
取
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
要
求
さ

れ
た
り
、
暗
証
番
号
を
尋
ね
ら
れ

た
り
し
て
も
、
絶
対
に
渡
し
た
り

教
え
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

町
で
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き

農
林
産
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
（
放
射
性
物
質
検
査
）
を
実
施

し
ま
す
。
野
菜
や
山
菜
は
、
事
前

に
検
査
を
行
い
、
食
品
衛
生
法
の

基
準
値
を
下
回
っ
た
も
の
の
み
出

荷
・
販
売
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
は
実
施
日

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
出
荷

等
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　
「
あ
と
一
歩  

力
に
な
る
よ  

そ

の
思
い
」

　

５
月
は
児
童
福
祉
月
間
で
す
。

◆
悩
み
ご
と
相
談
窓
口

◎ 

子
ど
も
と
家
庭
テ
レ
フ
ォ
ン

相
談
☎
０
２
４
―
５
３
６
―

４
１
５
２
﹇
毎
日
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
﹈

◎ 

い
じ
め
１
１
０
番
（
県
警
察
本

部
）
☎
０
１
２
０
―
７
９
５
―

１
１
０
﹇
月
〜
金
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
﹈

◎ 

ダ
イ
ヤ
ル
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
県
教
育

セ
ン
タ
ー
）
☎
０
１
２
０
―

４
５
３
―
１
４
１
﹇
月
〜
金
の

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
﹈

◎ 

ふ
く
し
ま
24
時
間
子
ど
も
Ｓ

Ｏ
Ｓ
（
県
教
育
委
員
会
）
☎

０
１
２
０
―
９
１
６
―
０
２
４

﹇
24
時
間
受
け
付
け
﹈

５

月

は

児

童

福
祉
月
間
で
す

な

り

す

ま

し

詐
欺
に
注
意
‼

農

林

産

物

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
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生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

「
特
定
健
診
」
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
特
定
健
診
」
知
っ
て
い
ま
す
か
？  

受
け
て
い
ま
す
か
？

受
け
て
い
ま
す
か
？

和和食食ののすすすすめめ

～まごわやさしい～
　健康食の秘訣「まごわやさしい」をご存じですか？

　これは、不足しがちな栄養がしっかりとれる、昔の人が自然と食べ

てきた和の食材の頭文字です。今月号では、現代の食生活で無理なく

取り入れるヒントをご紹介します。

　

近
年
、
社
会
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
備
群
を
見
つ
け
出
し
、
保
健
指
導
を
受
け
て
も
ら
い
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
健
診
で
す
。

　

自
分
や
家
族
の
た
め
に
、
特
定
健
診
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自覚症状が出てからでは…　Ａさん（54歳）の場合

「いきいきライフ」「チャレンジ食育」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

生生
活活
習
慣
病
の
特
徴

習
慣
病
の
特
徴

　

生
活
習
慣
病
は
、
偏
っ
た
食
生

活
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫

煙
、
飲
酒
と
い
っ
た
好
ま
し
く
な

い
生
活
習
慣
を
続
け
る
こ
と
で
発

症
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
の

が
特
徴
で
す
が
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
危
険
因

子
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
内
臓
機

能
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
残

り
、
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
仕

事
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
な
ど
、
経
済
的
な
影
響
が
出
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
ま
「
ま
ごご
わ
や
さ
し
い
」

わ
や
さ
し
い
」

　

ま
め
＝
畑
の
肉
と
い
わ
れ
る
大

豆
や
和
菓
子
に
欠
か
せ
な
い
小
豆

な
ど
の
豆
類
。
高
血
圧
予
防
に
役

立
つ
カ
リ
ウ
ム
や
た
ん
ぱ
く
質
が

豊
富
で
す
。

　

ご
ま
＝
一
般
的
な
白
と
黒
の
ほ

か
に
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
カ
ル

シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が

豊
富
で
す
。

　

わ
か
め（
ひ
じ
き
や
昆
布
な
ど

の
海
藻
も
）＝
カ
ル
シ
ウ
ム
や
食

物
繊
維
、
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
で
す
。

　

や
さ
い
＝
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
色

の
濃
い
も
の
は
ビ
タ
ミ
ン
類
や
鉄

分
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
色
の
薄

い
も
の
は
食
物
繊
維
が
豊
富
で

す
。
目
標
摂
取
量
は
１
日
３
５
０

㌘
（
小
皿
で
５
皿
分
）。

　

さ
か
な
＝
脂
質
に
血
栓
予
防
効

果
の
あ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
豊
富
で
す
。

　

し
い
た
け（
キ
ク
ラ
ゲ
や
シ
メ

ジ
、
ナ
メ
コ
な
ど
も
）
＝
食
物
繊

維
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
豊
富
で
す
。

　

い
も
＝
食
事
や
お
や
つ
で
大
活

躍
。
主
な
成
分
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
炭
水
化
物
で
、
熱
に
強
い

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
特
徴
で
す
。

　

主
な
生
活
習
慣
病
＝
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高
尿
酸

血
症
な
ど

自
分
の
体
に
起
き
て
い
る

変
化
を
知
る

　

生
活
習
慣
病
に
は
ほ
と
ん
ど
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
毎
年
「
特
定
健
診
」
を
継
続

し
て
受
診
す
れ
ば
、
体
の
中
で
起

き
て
い
る
変
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
変
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な

い
た
め
の
方
法
や
、
改
善
方
法
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
通
院
中
の
人
も
、
健
診

を
受
け
る
こ
と
で
体
の
変
化
や
治

療
の
効
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

主
治
医
と
相
談
し
な
が
ら
治
療
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

体
の
状
態
に
応
じ
た
正
し
い
改

善
方
法
を
知
る
に
は
、
町
や
勤
務

先
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
健
康
相

談
や
健
康
教
育
な
ど
の
積
極
的
な

活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

健

診

結

果

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53   54 歳

 ＢＭＩ 25 以上（肥満）　 ＊ 40 歳の受診初年度より肥満傾向にありました

 高中性脂肪　   ＊ 42 歳で中性脂肪が高くなりました

 高血圧

 低ＨＤＬ

 高ＬＤＬ

治

療

脳梗塞
54 歳で脳梗塞に
なり治療、リハビ
リを開始

＊  44 歳で血圧が高くなり、ＨＤＬコレステロール
（善玉）が低く、ＬＤＬコレステロール（悪玉）
が高くなったまま経過しました

自覚症状なし

治療、生活習慣の改善なし

無無
理理
な
く
食
卓
に

な
く
食
卓
に

実
践
ポ
イ
ン
ト
①

　

ご
は
ん
と
み
そ
汁
を
習
慣
に
＝

食
事
を
和
食
に
す
る
と
、
自
然
と

「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」
の
食
材
を

取
り
入
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
み
そ
汁
は
最
強
ア
イ
テ
ム
！
さ

ま
ざ
ま
な
食
材
を
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
だ
し
を
効

か
せ
た
具
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁

は
、
栄
養
満
点
の
一
品
で
す
。

実
践
ポ
イ
ン
ト
②

　

常
備
し
て
い
つ
も
の
お
か
ず
に

プ
ラ
ス
＝
豆
類
や
ご
ま
は
常
備
し

て
い
つ
も
の
お
か
ず
に
さ
っ
と
加

え
る
と
い
い
で
す
ね
。
大
豆
は
水

煮
に
な
っ
て
い
る
も
の
や
打
ち
豆

を
使
う
と
手
軽
で
す
。
ご
ま
は
ご

飯
や
好
き
な
お
か
ず
に
さ
っ
と
か

け
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

実
践
ポ
イ
ン
ト
③

　

積
極
的
に
魚
を
選
ぼ
う
＝
「
今

日
は
何
に
し
よ
う
か
な
？
」
と

迷
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
魚
料
理
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る

缶
詰
を
上
手
に
利
用
す
る
と
準
備

が
簡
単
で
す
。

材料（４人分）
　茎立ち菜や小松菜などの青菜 250㌘

　ひじき 乾燥 25㌘

　にんじん 30㌘

　厚揚げ 1 枚

　　　　白すりごま 大さじ２

　　　　砂糖 大さじ１

　　　　しょうゆ 大さじ１

　　　　だし汁 大さじ３

作り方
　 ①青菜は熱湯でゆでてから冷水に取っ
てよく水分をしぼり、3㎝に切る。ひ

じきは水で戻してゆで、にんじんは千

切りにしてさっとゆでる。

　 ②厚揚げは熱湯にさっとくぐらせて油
抜きをし、あら熱が取れたら手で粗く

くずしておく。

　 ③Ａをよく混ぜ合わせ、②と合わせて
衣を作る。

　 ④③の衣と青菜、ひじき、にんじんを
あえれば完成！

Ａ

健
診
は
毎
年
必
ず

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

家
庭
か
ら

家
庭
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う

レ
ッ
ツ
食
育
！ 健康支援係健康支援係

齋藤紀子管理栄養士齋藤紀子管理栄養士
うう

育
！
育
！

青菜とひじきの
白和え

青菜とひじきの
白和え

～ごまたっぷり
、厚揚げ使って

簡単～

～ごまたっぷり
、厚揚げ使って

簡単～

今月のオススメ

健康支援係健康支援係
田崎美記子保健師長田崎美記子保健師長
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平成30年度の講座・教室紹介
　平成 30 年度の主な公民館講座や教室を紹介します。詳しい内容や申込手続きについては、各世帯に配布する

チラシやケーブルテレビをご覧ください。皆さんの参加をお待ちしています。

　上野尻俳句界の創始者・星茶月の句碑が鳥追観音に建っている。「無事の日の夕影匂ふ山法師」
今日も一日、何事もなく無事に過ごすことができた安堵。庭の山法師の芳香が漂っている。日々
の生活の中からにじみ出る実感を詠む。創立 45 年目の私たちにも、その心は生きている。

上野尻俳句会　会長　星  敬介

町民ギャラリー　上野尻俳句会

講座（教室）名 対　　象 実施時期
（予　定） 会　　場 内　　　　　　容

西小わくわくクラブ
（休日活動） 小学１～６年生 ５月～２月 町公民館など

地域のボランティアと一緒に自然体験や
工作、料理教室などの体験活動を行う。
月１回程度、土日・祝日に実施。

キッズランニング
クラブ 小学４～６年生 ５月～３月 さゆり公園など

ランニングやミニ運動会を通して楽しく
走法などを学ぶ。希望者は町内外のマラ
ソン大会にも参加している。

子ども英語教室 小学３～６年生 ６月～３月 町公民館
外国語指導助手を講師に、歌やゲームを
通して英語や外国文化に親しむ。第２火
曜日の夜間に実施。

英会話教室
（初級・中級） 中学生以上 ６月～３月 町公民館

外国語指導助手を講師に、日常英会話の
習得を目指した学習を行う。火曜日の夜
間に実施。

女性講座 18 歳以上の女性 ５月～２月 町公民館など 歴史、自然、芸術、文化など幅広い分野
の学習や軽スポーツを平日に実施。

はつらつ
スポーツ講座 60 歳以上 ５月～３月 町公民館など カローリング、カーリンコン、グラウン

ドゴルフなどを行う。平日に実施。

さゆり中学 18 歳以上 ６月～12月 町公民館など 西会津に関わる歴史や町内外の自然、芸
術文化などを学ぶ。平日に実施。

出前講座
自治区・老人クラブ
などの団体、グループ

４月～３月 自治区集会所や
公民館など

団体やグループの要望により、歴史、自然、
文化、スポーツなどの教室を行う。申し
込みは随時受け付け中

昔語り講座 18 歳以上 ５月～12月 町公民館など 民話や昔語りを聞き、地域文化や方言に
ついて学習する。平日に実施。

ものづくり教室 18 歳以上 ５月～９月 町公民館 エコクラフトバッグ、つるし雛作りなど
を基礎から学ぶ。平日に実施。

にしあいづ物語
講座

どなたでも参加
できます。 ５月～３月 町公民館など

地域の民話や文化財など地域の宝をもと
にした「にしあいづ物語１００選」を題
材に講座を行う。平日や休日に実施。

＜申込・問い合わせ先＞　町公民館　☎ 45 － 3244

西小わくわくクラブ西小わくわくクラブ
「手打ちうどん作り」「手打ちうどん作り」

女性講座女性講座
「健康教室」「健康教室」

出前講座出前講座
「極入・お聖天様について学習」「極入・お聖天様について学習」

雪
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く
る
破
れ
樋
の
音
又
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黒
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渡
部　

由
起
子
（
樋
ノ
口
）

沈
丁
花
紐
を
解
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ラ
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り
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を
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市
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尻
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蕗
の
た
う
一
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の
り
は
土
手
に
あ
り
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末
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（
白
坂
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去
り
し
友
の
面
影
は
こ
ぶ
春
の
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春
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酔
ひ
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も
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り
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手
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い
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ふ
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星　

よ
し
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（
上
野
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漆
喰
の
古
り
た
る
蔵
に
春
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　

敬
介
（
上
野
尻
）

「わたしはヴァネッサと
歩く  クラスのいじめを
止めさせた、たった一
つの行動」

ケラスコエット［著］
岩崎書店

「言葉にできるは武器になる」
梅田悟司［著］
日本経済新聞出版社

「盤上の向日葵」
柚月裕子［著］
中央公論新社

「紙パンダ！切り紙で楽しむ
かわいいカードと雑貨」

大原まゆみ［著］
日貿出版社

「小学１年生の困った！レスキューブック
―ママたちの不安を解消―」

主婦の友社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　学校にヴァネッサという少女が転校してきます。主人公

の女の子はいつもひとりぼっちの転校生が気になっていま

した。ある日、女の子はヴァネッサがいじめられているこ

とに気づきます。このままでいいの？と疑問を抱きますが、

どうしたらいいのかわかりません。悩んだ末、女の子は思

い切ってある行動をします。意地悪な行動やいじめを見た

とき、あなたならどうしますか？一人の思いやりのある小

さな行動が、傷ついている人にとって大きな助けになる可

能性があるということを考えさせられる絵本です。
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栃木県佐野市出身、26 歳。平成 28

年４月から歴史・文化財担当の町地

域おこし協力隊員。熱気球のパイ

ロットでもあり、学生時代には世界

選手権にも出場。

　プレゼントでもらったカ

バンと眼鏡。大事に使おう

と思います。 　先輩！ 突然のお願

いを引き受けていただ

いてありがとうござい

ます！

◆趣味は？

　ドライブ

◆特技は？

　運転

◆熱中していることは？

　ＥＣＯドライブ

◆あなたのモットーは？

　 飲んだら乗るな

◆今後やってみたいことは？

　旅行にいきたい

◆最近感動したことは？

　 プレゼントをもらったこと

◆次の方を紹介してください

　Ｋ・Ｓさん（６町内）

江
え だ

田  睦
むつ

美
み

隊員

青木  一
かずひろ

浩さん  ［４町内］

氏家  源
もとひろ

太さん（４月号）から

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　私はまだ将来何になりたいか決まっていま

せん。でも、誰か、人を支えられるような人

になりたいです。そう思うようになったきっ

かけは、中学２年生のときに行った坂下厚生

総合病院での職場体験です。病院では、看護

師の皆さんが患者さんに優しく接していて、

立ったり座ったりの補助をしてもらっている

患者さんたちは、何だか幸せそうに見えまし

た。それを見て、私も将来、人を支えて幸せ

にできる大人になりたいと思いました。

◆努力していること――

　  　自分のことだけではなく、周りの人にも目

を配るよう心掛けています。

◆未来の自分に一言――

　  　今楽しいですか。自分の決めた道に後悔し

ないで、明るく頑張ってください。

　［３年・ ソフトボール部 部長 ］

小瀧  絢
あや

菜
な

さん

聞いて！
　　　わたしの夢■ まちの人口

　　　　 　４月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，４８３人　　 （－３５人）

男 　 　３，１３５人　　 （－１８人）

女 　 　３，３４８人　　 （－１７人）

世　帯　 　２，６８２世帯　　 （－　３世帯）

■ お誕生おめでとう

平野　梨
り

紗
さ

ちゃん  　浩光・絵梨　　３町内

目黒　　蒼
そう

くん    　慎吾・美香　　牛尾

■ お悔やみ申し上げます

笠間　浩介　（60）　朋子　 夫 　３町内

石川　スズイ（76）　英一　 母 　５町内

齋藤　トヨノ（90）　豊重　 母 　９町内１

長谷川　寅市（94）佐久間  満 父 　塩喰

石川　喜代江（83）　正人　 母 　安座

佐藤　浪江　（74）　賢一　 母 　上野尻

髙津　三喜　（81）　友一　 父 　端村

薄　フミ子　（93）　定雄　 母 　井谷

五十嵐　昭雄（52）　則夫　 兄 　小屋

戸籍の窓口   
（３月受け付け分）

見頃を迎えた徳沢の水芭蕉（４月 12 日撮影）

西
会
津
の
歴
史
か
ら
「
今
」
を
知
る

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
最
終
年
度
と
、
戊
辰
戦
争

か
ら
１
５
０
年
の
節
目
が
重
な
る
の
は
、
運
命
と
い

う
も
の
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
歴
史
の
魅

力
は
人
の
生
き
様
に
あ
り
、
仁
義
に
厚
く
ま
っ
す
ぐ

な
人
生
に
私
は
惹ひ

か
れ
、
憧
れ
る
の
で
す
（
特
に
齋

藤
一
！
）。

　

西
会
津
に
も
、
人
々
が
築
い
た
伝
統
、
信
仰
、
伝

説
な
ど
面
白
い
歴
史
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
知

る
こ
と
は
今
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
で

１
５
０
年
を
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
で
幕
末
か
ら
の
１
５
０
年
分
の
時
代

の
流
れ
を
知
り
、
歴
史
上
の
人
か
ら
各
人
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
や
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
西
会

津
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
は
、
西
会
津
の
歴
史
か

ら
「
西
会
津
の
今
」
を
知
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

…
ち
ょ
っ
と
語
っ
て
み
ま
し
た
。
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　「蛇は嫌いだ」という人がほとんどかもしれま

せんが、蛇のお話です。

　蛇はその形から古来より恐れられ、神聖な動物

として崇められてきました。全国的に祖霊、水神、

山の神、田の神として祀
まつ

られています。徳沢地区

には、集落の東西の端にそれぞれ蛇神様が鎮座し

ています。東端、上
かみ

の蛇神様は会津の中で特に有

名で、江戸時代に会津藩によって編さんされた『新

編会津風土記』には「蛇石、村の東約 60 間（約

１０９㍍）にあり高さ３尺（約 90 センチメート

ル）、幅５尺（約１. ５㍍）ほどの黒色の石なり。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その13その13

二つの蛇神様に見守られた集落「徳沢」

広報にしあいづ №715　平成30年５月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：佐藤  泰
やすし

さん

↑ 東端に祀られている
「上の蛇神様」

↑西端「下の蛇神様」

←至国道49号←至国道49号

徳沢駅徳沢駅

上の蛇神様上の蛇神様

下の蛇神様下の蛇神様

中ほどに断裂せし所あり、中は空虚にして常に数多の小蛇住
すみ

し。時ありて

多く頭を出すことあり。斯
かか

る時
とき

三日を出ずして必ず雨降ると云
い

う」と書か

れています。西端、下
しも

の蛇神様は高さ約２㍍ほどの岩で、木立の中にあり

ます。「岩の割れ目や岩の近くで蛇を見ることがある」という話ですが、

蛇の頭部や尻尾、ウロコに似た岩や植物のある場所や、蛇がとぐろを巻い

ているような形の山全体が蛇神様として祀られているようです。

　江戸時代、徳沢は越後街道から外れた地でしたが、荷の一部が集落で扱

われていた記録も残っています。明治に入り、三島通
みち

庸
つね

による「三方道路」

建設では、一時期車峠が廃されて、徳沢のすぐ近くの東南の山中に「小
お

出
いで

峠」が掘削され、銚子ノ口の河岸を通り宝川に至る街道が敷かれました。

大正になり、現在の磐越西線が全線開通すると、徳沢駅は奥川・宝川の人

や物資のターミナルとしてにぎわいました。今は「蛇神様」に見守られた

静かな集落です。

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
西
会
津
小
入

学
式
か
ら
。
入
学
児
童
を
代
表
し

て
安
部
静し

ず

那な

さ
ん
が
岡
﨑
秀
明
校

長
か
ら
う
れ
し
そ
う
に
教
科
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

※
６
㌻
に
関
連
記
事

編   

集   

後   

記

　

最
近
読
ん
だ
登
山
の
漫
画
に
影

響
さ
れ
、「
久
し
ぶ
り
に
山
に
い

き
た
い
な
ぁ
」
な
ん
て
考
え
て
い

る
今
日
こ
の
頃
。
昨
年
、
買
っ
た

は
い
い
も
の
の
開
け
て
す
ら
い
な

い
テ
ン
ト
（
な
ん
と
１
５
０
０

円
！
）
を
今
年
こ
そ
は
使
っ
て
、

山
で
の
テ
ン
ト
泊
を
し
て
み
た
い

と
も
く
ろ
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
５
月
は
今
年
も
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。「
菜
の

花
ま
つ
り
」「
大
山
ウ
ォ
ー
ク
」「
な

つ
か
し
ｃ
ａ
ｒ
シ
ョ
ー
」、
そ
う

い
え
ば
山
開
き
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
合
間
を
縫
っ
て
行
け

る
の
か
、
あ
る
い
は
山
開
き
の
取

材
で
満
足
し
て
し
ま
う
の
か
。
あ

る
意
味
自
分
へ
の
挑
戦
で
す
。

お
そ
ら
く
取
材
で
満
足　

長
谷
川
祐
一
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